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青枯病の新 し い ホ ス ト に つ い て

は じ め に

青枯病 は世界の熱帯， 亜熱帯及び温帯 に広 く 分布 し ，

多 く の作物 に大 き い被害 を与 え る 病害であ る (KELMAN，

1953) 。 そ の病原細菌であ る Pseudomonas solanacearum 

は宿主範囲が大変広 く ， 44 科数百種 の植物 を侵 す と さ

れ， そ の 中 で も ナ ス 科が最 も 多 く ， キ ク 科， マ メ 科の順

と な っ て い る (HAYWARD， 1994) 。 ま た ， 最近新た な宿主

が確認 さ れ て お り ， 木本植物 に も 発生が認 め ら れて い る

(HAYWARD， 1994) 。 わ が国 で も 13 科 28 種の植物 に 青枯病

が記 載 さ れ て お り ( 日 本 有 用 植 物 病 名 目 録第 I 巻 ，

1990 : 日 本有用植物病名 目 録第 2 巻， 1993) ， そ の 中でキ

ク 科が 8 種で最 も 多 い (表ー1 ) が， 最近岡 山 県 で は ウ リ

科の カ ボ チ ャ 台接 ぎ木キ ュ ウ リ や リ ン ド ウ 科の ト ル コ ギ

キ ョ ウ に 青枯病が発生 し た (伊達 ら ， 1992 : 伊達 ら ，

1994) 。

そ こ で， カ ボ チ ャ 台接 ぎ木 キ ュ ウ リ に 発生 し た 青枯病

を 中 心 に ， 近年わ が 国 で発生 し た 背枯病 に つ い て 解説

し， 参考 に供 し た い。

I カ ボチ ャ 台接 ぎ木 キ ュ ウ リ に発生 し た 青枯病

1 病徽

本病の穂木 ( キ ュ ウ リ ) は， 軽症株では晴天の 日 に 萎

ち ょ う す る だ け であ る が， 重症株で は 急激 に 萎 ち ょ う し

た後に枯死す る 。 ま た， 果実 は変形す る 場合が多 く み ら

れ る 。 一方， 台木 ( カ ボ チ ャ ) は， 両症状株 と も 茎部の

表面や維管束 は黄変 し， 根部 は褐変 し て細根が少 な く な

る 。 さ ら に ， 重症の株では， 茎部や根部の維管束 に は黄

変 し た 部位の一部 に褐変が認め ら れ， 細根 は ほ と ん ど な

く な る 。 軽症， 重症株の茎部の黄変 し た 部位 を検鏡す る

と ， 多量の細菌が主 に 維管束部位か ら 漏 出 し， ま た 茎部

を水に浸演す る と 維管束付近か ら 漏 出 し た細菌で液が白

濁す る 。

2 病原性

本細菌の カ ボ チ ャ 及ひ。そ の他の ウ リ 科植物に対す る 病

原性 を検討 し た 結果 を 表 2�4 に 示 し た 。 カ ボ チ ャ 台接

ぎ木キ ュ ウ リ に 接種す る と ， 25 ，  300Cで は い ずれ も 7 日

後に は穂木の キ ュ ウ リ の本葉が萎 ち ょ う し， カ ボ チ ャ 台
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の子葉は葉柄が水浸状 に な っ て 全体が賞変 し て垂れ下が

り ， カ ボ チ ャ 台 の茎部の表面 も 黄変 し て 園場での病徴が

再現 さ れた 。 接種 15 日 後 に は い ずれ も 発病 し ， 250Cでは

枯死 し な か っ た 株 で も 無接種 区 に 比 べ て 草丈が低 く ，

300Cで はすべて枯死 し た (表 2) 。 カ ボ チ ャ の各品種に 対

す る 病原性 に つ い て は， 日 本種やペポ種あ る い は雑種の

各品種で発病株率が高 く ， 西洋種で は 低か っ た (表-3，

4) 。 ま た ， カ ボ チ ャ を 除 く ウ リ 科植物 に 対 す る 病原性

は， マ ク ワ ウ リ ， メ ロ ン， シ ロ ウ リ ， ス イ カ ， ヘ チ マ ，

ツ ル レ イ シ， ユ ウ ガオ で は， 接種 10 日 後 に は枯死す る 株

があ っ た が， 発病株率 は低か っ た 。 キ ュ ウ リ で は 発病が

な か っ た 。 ト マ ト や ナ ス で は 接種 20 日 後 に は ほ と ん どの

株が枯死 し た (表 4) 。

表 - 1 わ が国で青枯病が記載 さ れて い る 植物.，

科 植 物

ナ ス 科 ジ ャ ガ イ モ ， タ バコ ， ナ ス ， ト マ ト ， ピ ー
マ ン

キ ク 科 シ ュ ン ギ ク ， ジ ニ ア ， ヒ マ ワ リ ， ダ リ ア ，
ハ ル シ ャ ギ ク ， キ ク ， マ ー ガ レ ッ ト ， マ リ
ー ゴー ル ド

マ メ 科 イ ン ゲ ン マ メ ， ソ ラ マ メ ， ラ ッ カ セ イ
ア ブラ ナ科 ダイ コ ン， カ プ

ウ リ 手ヰ カ ボ チ ャ ヘ キ ュ ウ リ b'
ノ T ラ 手ヰ イ チ ゴ

バ シ ョ ウ 科 ス ト レ リ チ ア b'

イ ソ 7 ツ 科 ス タ ー チ ス 同

シ ソ 科 シ ソ 叫

ア マ手ヰ ア マ
ア オ イ 干ヰ ケ ナ フ
ゴマ科 ゴマ
ト ウ ダイ グサ手斗 ヒ マ

.) 1993 年現在
b) 過去 10 年間 に背枯病が新た に 記載 さ れた植物

表 - 2 カ ボ チ ャ 台接 ぎ木キ ュ ウ リ か ら 分離 し た 青枯病菌
の カ ボ チ ャ 台接 ぎ木 キ ュ ウ リ に対す る 病原性

接種の有無 温度条件 接種 7 日 後 援種 15 日 後

有
25T 1/5.) 5/5 
300C 3/4 4/4 

無
250C 0/4 。/4
30T 。/4 。/4

.) 発病株数/調査株数
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カ ボ チ ャ 台接 ぎ木キ ュ ウ リ か ら 分離 し た 青枯病菌の
ウ リ 科植物 に 対す る 病原性

表 - 4カ ボ チ ャ 台接 ぎ木キ ュ ウ リ か ら 分間程 し た育枯病菌の
カ ボ チ ャ に対す る 病原性

表 - 3

株.)菌試供供試 発病
株数 徐数

供試 発病
株数 株数
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シ ロ ウ リ
ス イ カ
ヘチ マ
ユ ウ ガオ
ツ 1レ レ イ シ

(対) ト マ ト

(対) ナ ス

物
89 C-l 89 C-3 89 C-5 89 C-6 OE 1 - 1  

+
+
件
+
件
+
件
特

+ 
+ 
+十
++ 
++ 
+← 
+十
++ 

+
件
十
+
件
十
件
朴

十回
++ 
+ 
+ 
+十
+十
++ 
++ 

植試供種

菊
津 早

nvnruntEun，uaaznud

 

nUAUntntnwdphd向日

唱目ム噌Eム

品

( ペ ポ 種 )

そ う め ん
テ ー ブル ク イ ー ン
ダ イ ナ ー
お も ち ゃ
ベ ル ナ
ラ ー ジ ポ ン キ ン

(雑種) 雲竜 1 号

試供

qaan宮内，“
nunudaud

 

唱・-A

のυnunHV
唱EA'EA''A
nunudn汐
'EA

 

剛
座
生

種

( 西 洋 種 )

え び す

東 京
あ ず ま え び す
( 日 本 種 )

金
白
会

品試供

±
+一
士

± 

± 
± 

±
件
特

± 

±
+
+一
土
土

土
川廿
川廿

±
±
+-

±
件
特

士

++ 
+十

叫 89 C- l . 89 C-3 . 89 C-5 . 89 C-6 : :カ ボ チ ャ 台接 ぎ木 キ ュ
ウ リ か ら 分離 し た 青枯病菌. OE 1 - 1  : ナ ス か ら 分離 し た 青枯

病菌
b) 発病株率 は 3 回の試験の平均値で示 し た .

十十 : 発病株率が 50%以上
+ 11 1O�49% 
:t 11 10%未満
一 : 無発病

い ハ ウ ス で は 枯死 株 を 含 む 発病 株 率 が 約 30% に 達 し

た 。 そ の後， 発病株 は収穫終了 の 1 1 月 下旬 ま で漸増 し

た 。 本病の発生圃場で は カ ボ チ ャ 台 は プル ー ム レ ス 台木

(品種不詳) ， 穂木の キ ュ ウ リ は あ そ み ど り 5 号 を 用 い て

い た 。 本圃場で は， 次年度 か ら 前作の ナ ス に 青枯病が多

発 し た 場合 に は薬剤 に よ る 土壌消毒 を行い， カ ボ チ ャ 台

接 ぎ木キ ュ ウ リ の定植時期 を 9 月 上旬以降 に 遅 ら せ た 結

果， 現在で は ほ と ん ど発生がみ ら れな く な っ た 。 ま た，

1994 年現在， 岡 山 県 内 の そ の他の地域では本病の発生 は

確認 し て い な い が， こ れ は カ ボ チ ャ に 病原性 を示 す p.

solanacearum が極め て 少 な い こ と (伊達 ら ， 1993) が主

な原因 と 考 え ら れ る 。

ト ル コ ギ キ ョ ウ 青枯病

1993 年 9�10 月 に 岡 山 県 の 川 上町で半促成二度切 り

栽培 (2�3 月 定植， 6�8 月 と 9�10 月 の 2 回収穫) の ト
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自 然状態での カ ボ チ ャ の発病 は PITKETHLEY ( 1981) が報

告 し て い る だ げ であ る が， 詳細 な細菌学的性質や発生状

況の記載が十分 な さ れて い な い た め に ， 本病 と の比較 は

困難であ る 。 し か し ， biovar はIV と さ れて お り ， 本細菌

と 同 じ であ っ た 。 P. solanacearum に は多 く の 系統や レ

ー ス が存在す る (BUDDENHAGEN ら ， 1964 : 阿部， 1965 : 尾

崎， 1990) が， ウ リ 科植物に対す る 病原性の確認 は ほ と

ん ど行わ れて い な か っ た (KELMAN， 1953) 。 そ こ で， 本細

菌 を ウ リ 科植物 に 接種 し た 結果， 発病株率 は カ ボ チ ャ で

は 高 か っ た が， マ ク ワ ウ リ ， メ ロ ン ， シ ロ ウ リ ， ス イ

カ ， ヘ チ マ ， ユ ウ ガ オ 及 びツ ル レ イ シ で は低 く ， キ ュ ウ

リ で は発病がな か っ た。 こ れ ら の こ と か ら ， 本細菌 は ト

マ ト ， ナ ス 及びカ ボ チ ャ に 強い病原性 を 有 し ， カ ボ チ ャ

を 除 く ウ リ 科植物 に は病原性が弱 い も の と 考 え ら れた 。

し た が っ て ， カ ボ チ ャ 台接 ぎ木 キ ュ ウ リ に 発生 し た 青枯

病は台木カ ボ チ ャ の病害であ り ， 穂木の キ ュ ウ リ は台木

が侵 さ れ る こ と に よ っ て萎 ち ょ う 枯死す る も の と 考 え ら

れ る 。 ま た ， 病原の 由来 に つ い て は， 後述す る 発生状況

や病原性か ら ナ ス の青枯病菌の 中 に カ ボ チ ャ に病原性 を

示す系統が存在 し， そ れが本病の病原 に な っ た も の と 考

え て い る 。 一方， ナ ス か ら 分離 し た OE 1-1 菌では， ト マ

ト ， ナ ス に は強い病原性が認め ら れ た が， カ ボ チ ャ を は

じ め ウ リ 科植物 に は い ずれ も 病原性 を 示 さ な か っ た (表

-4) 。 ま た ， ナ ス か ら 分離 さ れた青枯病菌 38 菌株の う ち

カ ボ チ ャ に病原性が認め ら れた の は l 菌株だ け であ っ た

(未発表) 。

3 発生状況
本病が発生 し た 岡 山 県 の鏡野町で は， ナ ス の栽培 (栽

培面積 3 . 3 ha) が盛んで， 発生圃場 (約 0 . 3 ha) で も ナ

ス の促成栽培や半促成栽培が以前か ら 行わ れ， 1989 年に

は ナ ス の青枯病が多発 し た 。 そ の た め ， カ ボ チ ャ 台接 ぎ

木 キ ュ ウ リ を 当年の 8 月 上句 に定植 し た が， 8 月 下匂 か

ら 萎 ち ょ う 症状が認 め ら れて ， 9 月 上旬 に は発病の激 し
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ル コ ギ キ ョ ウ ( 品種 : 天竜乙女， キ ン グオ ブブルー ピ コ

テ ィ ー) に葉が萎 ち ょ う し て枯死す る 株が認め ら れた 。

発病株率 は 約 20�30% で， 発生面積 は約 3 a であ っ た 。

発病程度が軽微な株 は 下葉 の 萎 ち ょ う がみ ら れ る 程度で

あ る 。 し か し， 症状が進行 し た株で は葉が灰褐色 あ る い

は褐色 に変色 し， 茎部 も 葉 と 同様 に 褐変がみ ら れ， 激 し

い場合 に は枯死す る 。 そ れ ら の株の維管束 は褐変 し て お

り ， 多数の細菌が認め ら れ る 。 「天竜乙女J 及び 「 キ ン グ

オ プフ.ルー ピ コ テ ィ ー J か ら 分離 し た 青枯病菌 1 1 菌株の

病原性 を検討 し た 結果， い ずれ も ト ル コ ギ キ ョ ウ ( グ ロ

ー リ ー ピ ン ク ， グ ロ ー リ ーパ ー プル， あ づ ま の桜の 3 品

種) 及び ト マ ト に 対 し て病原性が認め ら れた 。 病原の 由

来に つ い て は， 本病が発生 し た 園場では 1990 年 ま でタ バ

コ が栽培 さ れて お り ， カ ボ チ ャ 台接 ぎ木 キ ュ ウ リ と 同様

に タ バ コ 立枯病菌 (P. solanacearum) が ト ル コ ギ キ ョ ウ

に感染 し て発病 さ せ た も の と 推察 し て い る 。 今後， 本細

菌の タ バ コ に対す る 病原性や タ バ コ 立枯病菌の ト ル コ ギ

キ ョ ウ に対す る 病原性な ど を検討す る 必要があ る 。

皿 シ ソ 青 枯 病

1983 年 7 月 に 神奈川 県 小 田 原市 で発生が初確認 さ れ

た (小林 ら ， 1985) 。 土壌伝染での病徴 は 生育が悪 く ， そ

の後萎 ち ょ う 枯死す る 。 ま た ， 収穫時 に 茎葉部か ら 感染

し て発病 し た 場合 は ， 茎の表面が黒変 し て 内部の維管束

が崩壊 し て 株全体が萎 ち ょ う 枯死す る 。 収穫 は手摘み及

び機械刈法で行わ れ る が， 被害 は機械収穫の 方が激 し い

よ う であ る 。 本病 は和歌山県 (和歌山農試， 1993) や台

湾 (Hsu ら ， 1993) で も 発生 し て お り ， い ずれ も 収穫時の

感染 ・ 発病 に よ る 被害が大 き い よ う であ る 。

シ ソ か ら 分離 さ れ た 菌株 は シ ソ の他， ト マ ト ， ナ ス ，

ピ ー マ ン， タ バ コ に も 病原性があ る (小林 ら ， 1985) 。 一

方， 台湾では ナ ス 科植物や ラ ッ カ セ イ ， ス ト レ リ チ ア ，

ダイ コ ン か ら 分離 さ れ た 菌株 は シ ソ に病原性が認め ら れ

な か っ た (Hsu ら ， 1993) 。

IV ス ト レ リ チ ア青枯病

1960 年代後半 か ら 静 岡 県伊豆地方の ハ ウ ス 栽培で発

生 し て お り ， 葉の黄化 を伴 う 緩慢 な 萎 ち ょ う 枯死が特徴

と さ れて い る (後藤 ら ， 1985) 。 は じ め 葉身が内側 に筒状

に巻 き 込み， やや鑓色 し て 黄緑色 と な り ， 徐々 に脱水症

状 を呈 し て萎 ち ょ う す る 。 発病葉 は葉柄 と と も に垂れ下

が り ， 最後 に は枯死す る 。 1 株に 葉が一度 に発病 し て 萎 ち

ょ う す る こ と は 稀で， 数枚の 外側 の 葉 に ま ず病徴が現

れ， 徐々 に 内側の葉に拡が り ， 数か月 を経て株全体が萎

ち ょ う 枯死す る 場合が多 い。 葉柄及び球茎の維管束 は黒

褐色 に変色 し ， 球茎の 断面 は し ば し ば菌泥の滋出がみ ら

れ る 。 ま た ， 根の 中心柱 は赤褐色 に 変色 し， やがて腐敗

し て 外皮の み を残 し て 消失す る 。 本病 は ハ ウ ス 内 で周年

発生がみ ら れ る 。 発病株 を 基点 に 植 え 畦 に 沿 っ て 数株連

続 し て発生す る 傾向があ り ， 本病 は 主 に 下葉の切除や花

の収穫 に 使 う 刃物 に よ っ て伝染す る も の と 考 え ら れて い

る 。

ス ト レ リ チ ア か ら 分離 さ れ た 菌株 は ， ス ト レ リ チ ア の

他バ シ ョ ウ (2 倍体ノ fナ ナ ) と ゴ マ に 強 い 病原性 を 示 す

が， ナ ス ， タ バ コ ， バ ナ ナ に は病原性が弱 く ， ト マ ト に

対 し て も 低温では弱 い よ う であ る 。 ま た ， 本病 は 1963 年

に ハ ワ イ で も 報告 さ れて お り (QUlNON ら ， 1963) ， ハ ワ イ

の菌株 は ス ト レ リ チ ア の他 に ト マ ト ， ナ ス に 強 い病原性

を 示 し ， 静岡の菌株 と 同様 に 低温では ト マ ト に病原性が

弱 い特徴があ っ た (QUINON ら ， 1964) 。

V ス タ ー チ ス 青枯病

1985 年 ご ろ か ら 高知県 に お い て ， 施設栽培の ス タ ー チ

ス に発生 し た (畔上 ら ， 1990) 。 病徴 は下葉か ら 急激 に 萎

ち ょ う し， 青枯症状 を呈す る 。 8 月 下旬 の定植後か ら 発病

し は じ め， 1 1 月 末 ま で続 く が， 春季 に も み ら れ る よ う で

あ る 。

お わ り に

こ こ で は， 過去 10 年聞 に 記載 さ れ た 青枯病の新 し い ホ

ス ト に つ い て述べ た が， カ ボ チ ャ や ト ル コ ギ キ ョ ウ で は

病原がそ れぞれナ ス 青枯病や タ バ コ 立枯病の病原細菌 に

由来す る こ と が示唆 さ れた 。 現在， わ が 国 で青枯病の発

生が多 い の は ナ ス 科植物で あ る 。 そ の病原細菌 は わ が国

で青枯病の記載がな い シ ョ ウ ガ， コ ン ニ ャ ク ， ホ ウ レ ン

ソ ウ ， プ ロ ッ コ リ ー， サ サ ゲ な ど の 植物 に 病原性 を示す

場 合 が あ り ( 阿 部 ， 1965 ; 田 中 ら ， 1987 ; 尾 崎 ら ，

1992) ， こ れ ら の植物 を 含 め 諸外国で育枯病の記載があ る

多 く の植物が新 し い ホ ス ト に な る 可能性が高 い と 考 え ら

れ る 。 し か し， 前述 し た よ う に カ ボ チ ャ に病原性が認め

ら れ る の は ナ ス 青枯病菌の一部で あ り ， シ ソ に 病原性が

認 め ら れ る 青枯病菌 も 台湾 で は 少 な い こ と が推察 さ れ

た 。 し た が っ て， 青枯病の新た な ホ ス ト を増や さ な い た

め に は， わ が国 に 分布す る 青枯病菌の 多 く の植物 に対す

る 病原性 を調査す る 必要があ る 。
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続/W/æ傍役/タ綾メご /.2 /ー タ /
. タ マ ネ ギの べ と 病， ム ギの 赤 か び病

現在 ま で発令 さ れ て い る 警報 ・ 注意報 は 以下 の と り です が. 4 月 に 入 り 特 に タ マ ネ ギの べ と 病 及
びム ギの 赤 か び病の発生が 目 立 っ て い ま す。

タ マ ネ ギの べ と 病 は ， 大 阪 で警報が 出 さ れ急激 に病勢が進行 し て い る こ と か ら 今後雨が周 期 的 に
降れ ば生育期 か ら 肥大期 に あ る も の に つ い て 大 き な 被害がで る 恐れ が あ り ま す 。

ム ギの 赤 か び病 は ， 北部九州 を 中 心 に 発令 さ れ て お り 開花期 に 雲天， 降雨が続 き 比較 的気温が高
い と 多発す る こ と か ら ， 今後の気象推移 と 発生状況 に 注意す る 必要があ り ま す 。

な お . 4 月 26 日 に 鳥取 で な し 黒斑病の 注意報が発令 8 れ ま し た 。

【 普報， 注意報の一覧】

発表年 月 日
o 1 / 2 7  
0 3 / 0  1 
0 3 / 2  3 
0 4 / 0 6  
0 4 / 0  6 
0 4 / 1  1 
0 4 / 1 4  
0 4 / 1 4  
0 4 / 2 0  
0 4 / 2 0  
o 4 / 2  1 
0 4 / 2 4  
0 4  / 2 6  

県 名 情報種類
鹿児島 注意報
新 潟 注意報
熊 本 注意報
香 川 注意報
鳥 取 注意報
大 阪 注意報
大 阪 警 報
長 崎 注意報
佐 賀 注意報
宮 崎 注意報
和歌山 注意報
福 岡 注意報
鳥 取 注意報

【特殊報の一覧】

発表年 月 日
o 1 / 0 6  
o 1 / 1 8  
o 1 / 2 0  
0 2 / 1 6  
0 3 / 1 6  
0 3 / 0 2  
0 3 / 2  3 
0 4 / 0 3  
0 4 / 0 4  
0 4 / 1 8  

県 名
愛 媛
神奈川
奈 良
熊 本
宮 城
茨 城
長 野
東 京
福 岡
島 根

a情報種類
特殊報
特殊報
特殊報
特殊報
特殊報
特殊報
特殊報
特殊報
特殊報
特殊報

作 物
イ チ ゴ
ナ シ
茶
果樹
ナ シ
た ま ね ぎ
た ま ね ぎ
麦
麦
茶
た ま ね ぎ
麦

名

二十世紀な し

作 物 名
ば ら 施設栽培
ト マ ト

施設ば ら
ピ ー マ ン
水稲
ダイ ズ
水稲
ト マ ト
ブ ド ウ ( 巨峰)
花 き
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病 害 虫
う ど ん こ 病
黒斑病
カ ン ザ ワ ハ ダニ

名

ク ワ ゴマ ダラ ヒ ト リ
ノ 、 ダニ類 ( ナ ミ ， カ ン ザ ワ ハ ダニ )
ぺ と 病
ぺ と 病
赤か ぴ病
赤かぴ病
ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ
ぺ と 病
赤かぴ病
黒斑病

病 害 虫
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
ト マ ト サ ピ ダニ
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
イ ネ か さ 枯病
ダイ ズ わ い化病
イ ネ 褐条病
ト マ ト サ ピ ダニ

根頭がん し ゅ 病
ミ カ ン キ ロ ア ザ ミ ウ マ

名


